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国語で物語文の授業で「深い読み」「読みが深まった」とよく言うけど・・・・どういうことなのか？
読むことに「深い」も「浅い」もあるのか？子どもたちの読みの解釈を聞いていると,「深いな」と感じるこ
とは確かにある。でも，なぜそれが「深い」と感じたのかは,説明できない。結局,子どもの「読み」を感覚
的に評価していることが多いのではないか。
「深い読み」「読みが深まる」とは,どのような状態なのか？そして，それはどのように測れるのか？ど
のように指導すれば読みは深まるのか？これらのことを明らかにしていくことが,本研究の目的である。

文章の部分と部分，部分と全体など,複数の部分を関係付けて自分の解釈をつくる姿

文学的文章を読むことの評価に「ルーブリック」を活用！！

ルーブリックとは・・・
子どものパフォーマンスの質を段階的に評価する

ための評価基準表（松下，2007）

パフォーマンス

子どもの読み

可視化
（言語活動）

解釈
（ルーブリック）



先行研究を調べて見ると，単元ごとにルーブックを作成している。
→毎回,毎回作成するのに手間がかかる。 単元と単元の系統的なつながりは？

「読むこと」という大きな枠でのルーブリックが必要（「低学年」）


